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I.目 的   近 年 ,肥 料 の品質 向 上 に伴 い農 作物 の収 量,品 質 は格段 に増加 した

が,一 方 で誤 つた濯漑 に よって塩 類 が土壌 に集積 す る 「塩 類集積 」 が見 られ るよ

うになった.さ らに, 日本 で も作物 管理 の容 易 さか ら施設栽培 が導入 され た こ と

に よ り,雨 水 な どで 自然 に栄養塩 類 が流 されず ,塩 類集積 が発 生 しやす い状 況が

生み 出 され た。塩 類 の除去 には大 量 の水 で洗 い流 す リーチ ングを行 わ な けれ ばな

らな いが ,現 在行 われ て い る湛水濯漑 で はほ とん どの リー チ ング用水 が水み ちを

通 つて しまい全 面浸透 しないた め効果 が低 い。そ こで ,本 研 究 では ,濯 滋 強度 の

違 い に着 目し,土 壌 に透水性 の低 い シー トを被せ るこ とに よ りこの問題 が解 決す

るのではないか と考 え,被 覆濯漑 の有効性 の検討 を行 う.

工.実 験方法   実 験 は岐阜大学構 内の枠水 田(2×2.5m)で 行 つた ,試 験 区は湛水

圃場 (T‐1),散 水 圃場 (T‐2),被覆 圃場 (T‐3)の 3つ 設 けた。各 圃場 に液肥 を散布 し,

乾燥 させ るこ とに よ り塩類集積 を発 生 させ ,各 濯概 方法 で リー チ ングを行 つた。

各国場 ともに リー チ ング用水 は 300mmで 行 つた。

湛水濯滋 :常 時湛水 させ て リーチ ングを行 った,

散水濯漑 i散 水 チ ュー ブ を 2本 (50cm間 隔)用いて リーチ ングを行 つた。

被覆濯滋 :低 透水性 の生分解 防草 シー トを被せ ,あ とは湛水濯滋 と同様 に行 う。

各試験 区の 5層 (0,5,10,15,20cm)に お いて化学分析(pH,EC,硝 酸態窒

素 ,リ ン駿 ,カ リウム)を行 う.リ ー チ ング前はサ ンプ リングに よる土壌 撹乱 を防

ぐため 上層 で 3地 点 , リー チ ング後 は 12地 点行 う。

土嬢物理実験 は リーチ ング後 に行 い,二 相 分布 ,透 水性 ,粒 度試 験 を行 う。

田.結 果 ・考察   土 壌物理 実験 を行 った結果 ,3試 験 区 とも,二 相 分布 ,透 水

性 ,粒 度試験 ともにほぼ同等結果 となつた。

また,濯滋 強度 は湛水濯滋 140。6m m/h,散 水濯滋 1.4mm/h,被 覆濯漑 72.2mm/h

とい う結果 になつた.リ ー チ ングの効果 は ECに 着 目 して考 え る。 リー チ ングの

効果 と して ,湛 水濯漑 はバ ラツキが大 き く,栄 養塩類 もほ とん ど洗 い流 され てい

ないので効果 は低 か った。これ は リー チ ング用水 が水み ちを通 つて しまったため,

全 面浸透せ ず ,短 時間で浸透 して しまつたためだ と考 え られ る。散水濯漑 と被覆

濯概 は湛水濯漑 と比べ効果 は大 きか った。特 に散水濯概 は全層 きれ い に洗 い流 さ

れ てお り効果 は高 か つた .被 覆濯漑 は表層 の リー チ ング効果 は高 いが ,5cm以 下

ではバ ラツキが 目立 ったた め散水濯漑 の方 が効果 は高か つた。 これ は,表 層 は シ

ー トを被せ たため水み ちを通 らず 浸透 したが,5cm層 以 下で リーチ ング用水 が水

み ちに流れ 込んで しまつたた めだ と考 え られ る。以 上の こ とか ら,最 も濯概効果

が高か つた のは散水濯漑 だ つたが ,被 覆濯漑 も透水性 の シー トを被せ るだ けで高

い効果 を発揮 した。今後 は さらに シー トの透水性 を低 く し,時 間 をか けて浸透 さ

せれ ば全面浸透 し リーチ ング効果が上が るのではないか と考 え られ る。
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